
◆
街
づ
く
り

①
狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
事
業
は
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

②
入
曽
駅
東
口
区
画
整
理
事
業
は
時
間
を
か

け
熟
考
し
、
ま
ず
駅
前
広
場
と
ア
ク
セ
ス
道

路
を
優
先
し
て
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

③
今
後
の
都
市
計
画
道
路
は
ど
れ
を
優
先
に

整
備
す
る
の
で
す
か
。

④
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
よ
っ
て
は
そ
の
建
物
の
改
築
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
狭
山

市
に
あ
る
公
共
建
築
物
を
、
移
転
や
統
廃
合

な
ど
を
含
み
再
検
討
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　

①
平
成
22
年
の
ま
ち
開
き
に
向
け
工

事
を
進
め
て
お
り
、
現
計
画
通
り
、
平
成
24

年
３
月
に
完
成
さ
せ
て
い
く
。
②
地
域
の
念

願
で
あ
り
、
一
体
的
に
整
備
す
る
方
針
で
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
。
③
未
整
備
で
あ
る

７
路
線
の
整
備
が
優
先
と
考
え
て
い
る
。
④

市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
施
設
の

将
来
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

◆
遊
休
農
地
の
活
用

①
狭
山
市
の
遊
休
農
地
は
、
15
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
り
、
有
効
に
活
用
し
な
け
れ
ば
も
っ
た
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
狭
山
市
で
給
食
で
は
ど

れ
く
ら
い
地
場
産
の
野
菜
を
使
っ
て
い
ま
す

か
。
②
Ｊ
Ａ
な
ど
に
依
頼
し
て
、
給
食
の
食

材
を
そ
の
遊
休
農
地
で
作
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
か
。

　
　
　
　

①
産
地
を
狭
山
市
産
、
Ｊ
Ａ
い
る

ま
野
管
内
産
と
指
定
し
注
文
し
て
い
る
。
重

さ
か
ら
す
る
と
全
体
の
９
・
４
％
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

②
関
係
所
管
や
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野

と
協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

◆
障
害
者
福
祉

①
障
害
者
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

新
し
い
施
策
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。
②
障
害

者
を
地
域
に
住
ま
わ
せ
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
施
策
で
支
援
す
る
の
で
す
か
。
③
狭
山
市

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
し
っ
か
り
図
っ

て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

　
　
　
　
　

①
相
談
支
援
体
制
、
虐
待
防
止
、

障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
促
進
に
関

す
る
事
項
が
加
わ
っ
た
。
②
相
談
支
援
事
業

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
③
障
害
者
福

祉
プ
ラ
ン
の
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
利
用

し
や
す
い
施
設
に
な
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
。

◆
市
長
は
消
防
団
長
の
「
任
命
責
任
は
な

い
。」
と
解
釈
さ
れ
る
答
弁
を
し
て
い
る
が
、

消
防
協
会
理
事
会
会
議
録
に
は
支
部
長
決
定

の
口
添
え
し
て
い
る
こ
と
が
と
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
当
時
の
支
部
長
で
あ
る
消
防

団
長
は
市
長
が
人
事
に
関
与
し
た
と
の
メ
モ

と
証
言
が
あ
る
。

消
防
協
会
の
議
事
録
に
は
出
席
し
た
役
員
全

員
が
市
長
が
人
事
に
口
出
し
し
て
い
る
こ
と

を
承
知
し
て
い
る
の
で
、
関
与
し
て
い
な
い

と
い
う
市
長
答
弁
は
全
く
事
実
に
反
す
る
。

ま
た
、
団
長
の
辞
任
に
関
し
て
は
市
長
命
に

よ
り
、
消
防
長
が
説
得
工
作
を
し
た
と
い
う

こ
と
も
消
防
長
の
口
か
ら
あ
る
人
に
語
っ
て

お
り
、
辞
任
し
た
本
人
の
弁
で
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。

　

市
長
は
こ
れ
で
も
消
防
協
会
に
か
か
わ
っ

て
い
な
い
。
任
命
責
任
は
な
い
と
い
え
る
の

か
？

　
　
　

埼
玉
県
消
防
協
会
狭
山
入
間
支
部
に

は
参
画
し
て
い
な
い
た
め
、
理
事
会
の
決
定

事
項
等
は
承
知
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
消
防

団
長
は
、
消
防
団
規
則
に
基
づ
き
、
消
防
団

の
互
選
に
よ
り
推
薦
さ
れ
た
者
を
任
命
し
た

も
の
で
あ
り
、
辞
職
に
つ
い
て
は
、
本
人
か

ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
受
理
し
た
も
の
で

あ
る
。

◆
市
長
選
挙
収
支
報
告
書
に
は
個
人
名
で
記

帳
は
さ
れ
て
い
る
が
市
の
出
入
り
業
者
で
あ

る
Ｙ
建
設
、
Ｓ
設
備
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
業

者
で
あ
る
と
判
明
で
き
る
寄
付
が
あ
る
。

「
狭
山
市
医
師
連
盟
」「
狭
山
市
歯
科
医
師

会
」「
埼
玉
県
接
骨
師
連
盟
」
等
の
ほ
か
、「
埼

玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
」「
狭
山
市
建

設
業
協
同
組
合
」「
私
立
幼
稚
園
政
治
連
盟
」

か
ら
な
ど
の
寄
付
が
選
挙
運
動
収
支
報
告
書

及
び
市
長
の
２
つ
の
政
治
団
体
収
支
報
告
書

に
記
載
が
な
い
。

　

こ
れ
は
公
職
選
挙
法
、
政
治
資
金
規
正
法

に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
、
後
援

会
と
元
気
な
狭
山
を
つ
く
る
会
の
収
支
報
告

に
つ
い
て
は
、
会
計
責
任
者
を
選
任
し
適
正

に
行
っ
て
い
る
。
選
挙
期
間
中
の
寄
付
は
す

べ
て
個
人
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
選
挙
の
収

支
報
告
書
に
つ
い
て
は
出
納
責
任
者
に
調
査

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
く
。

街
づ
く
り
、
遊
休
農
地
活
用

障
害
者
福
祉

市
長
の
任
命
責
任
と

法
令
違
反
を
問
う
！
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市
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市
長
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長

狭山市の都市計画
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◆
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算

Q　
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
、
自
動
車
関
連
企
業
等
の
業
績
が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、

大
幅
な
減
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
業
種
の
状
況
は
。

A　
今
回
の
不
況
の
影
響
を
う
け
て
い
る
の
が
輸
出
関
連
の
企
業
で
あ
る
た
め
、
他
業
種

の
業
績
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
は
い
な
い
と
見
て
い
る
。

Q　
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、
軽
自
動
車
の
課
税
台
数
が
昨
年
度
に
比
べ
６
８
６
台
の
増

に
な
っ
て
い
る
要
因
は
。

A　
軽
自
動
車
は
普
通
車
よ
り
も
販
売
台
数
の
落
ち
込
み
は
少
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
今

回
の
積
算
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
８
月
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
実
績
に
基
づ
い
て
お
り
、

乗
用
軽
自
動
車
が
約
７
９
０
台
増
加
し
た
こ
と
が
大
幅
増
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

Q　
緊
急
失
業
対
策
資
金
預
託
金
が
昨
年
に
比
べ
て
２
０
０
万
円
増
の
５
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
る
。
平
成
19
年
度
の
利
用
者
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
積
極
的
な
利
用
に
向
け
て
、
要

件
緩
和
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

A　
要
件
緩
和
と
し
て
は
保
証
人
不
要
で
借
り
ら
れ
る
限
度
額
を
30
万
円
か
ら
50
万
円

に
引
き
上
げ
た
。

　

ま
た
、
勤
務
実
績
を
１
年
以
上
か
ら
６
ヵ
月
以
上
に
短
縮
し
た
。

Q　
雇
用
調
整
助
成
金
を
活
用
し
て
い
る
事
業
者
数
は
。

A　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
沢
管
内
で
１
５
０
社
以
上
あ
り
、
今
後
も
増
加
す
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

所
管
事
務
調
査　

契
約
問
題
に
つ
い
て

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
工
事
に
関
す
る
契
約

問
題
に
つ
い
て
、
会
計
検
査
院
に
よ
る
会
計
実
地
検
査
が
行
わ
れ
た
が
、
指
摘
事
項
は
な

か
っ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

　

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
２
年
間
調
査
し
て
き
た
結
果
を
「
情
報
化
の
推
進
を
求
め
る

決
議
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

◆
市
長
と
市
民
の
対
話
集
会
の
緊
急
開
催
を

　
　
　

関
係
各
課
が
連
携
し
、
市
民
の
直
面

す
る
問
題
の
解
決
、
支
援
に
当
た
っ
て
い
る
。

改
め
て
の
緊
急
対
話
集
会
な
ど
は
考
え
て
い

な
い
。

◆
雇
用
・
経
済
対
策

①
失
業
・
倒
産
の
実
態
が
解
消
さ
れ
て
い
な

い
の
に
、
な
ぜ
新
た
な
雇
用
・
経
済
対
策
を

何
も
や
ら
な
い
の
か
？
市
の
予
算
全
体
は
今

年
度
よ
り
54
億
円
増
え
て
い
る
の
に
。

②
経
済
対
策
の
店
舗
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
、
来
年
度
予
算
案
は
今
年
度
と
同
額

の
わ
ず
か
３
５
０
万
円
。
増
額
し
な
い
の

か
？
③
市
の
融
資
制
度
で
あ
る
小
口
融
資
は

利
用
が
減
っ
て
い
る
が
改
善
策
は
？

　
　
　

①
状
況
把
握
と
分
析
を
行
い
、
適
正

に
対
処
し
て
い
く
。
②
評
判
が
良
い
の
で
マ

イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
に
せ
ず
、
同
額
と
し
た
。

③
保
証
料
補
助
１
０
０
％
、
利
子
助
成
30
％

と
他
市
に
比
べ
て
手
厚
い
支
援
を
し
て
い
る
。

◆
市
役
所
改
革

　

市
の
基
金
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
や
市
内
の

事
業
所
で
働
い
て
来
た
皆
さ
ん
の
懸
命
な
努

力
に
よ
っ
て
貯
め
た
市
民
の
貯
金
。
そ
の

基
金
30
億
円
を
な
ぜ
新
た
な
経
済
対
策
に
振

り
向
け
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
事
を
や
る
の

か
？

い
つ
ま
で
に
内
部
経
費
を
削
減
し
、
雇
用
・

経
済
対
策
を
行
う
の
か
？

　
　
　

西
口
地
区
再
開
発
事
業
は
多
く
の
市

民
の
長
年
の
願
い
で
あ
り
、
こ
れ
を
完
結
す

る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
視
点

か
ら
各
所
属
超
過
勤
務
の
実
態
に
つ
い
て
１

月
に
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
関
係
所
管
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
調
整
を

し
、
新
年
度
の
早
い
時
期
に
臨
時
職
員
等
の

公
募
の
手
続
き
に
入
り
た
い
。

◆
狭
山
市
駅
西
口
の
公
共
施
設
Ｂ
棟
建
設
の

休
止
を
！

　

他
市
で
は
公
共
施
設
の
建
設
を
急
き
ょ
休

止
し
て
い
る
。

　

市
の
審
議
会
で
も
平
成
16
年
当
時
か
ら

「
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
事
業
費
の
精
査
を
」
と

提
言
し
て
い
る
。
提
言
を
無
視
す
る
の
か
？

　
　
　

二
街
区
Ｂ
棟
の
公
益
施
設
は
、
可
能

な
限
り
経
費
の
圧
縮
を
図
っ
て
い
る
。
中
心

市
街
地
活
性
化
の
拠
点
整
備
に
必
要
不
可
欠

な
施
設
で
あ
り
、
計
画
に
基
づ
き
平
成
24
年

３
月
に
完
成
さ
せ
て
い
く
。

情
報
化
の
推
進
を
求
め
て
決
議
を
提
案

市
民
生
活
は

困
窮
し
て
い
る
の
に
…

中　

川　
　

浩　
　

議
員

（
市　

民　

21
）

市
長

市
長

市
長

市
長

総
務
部
長

（ 16 ）

総
務
経
済
委
員
会



◆
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

Q　
条
例
施
行
後
の
計
画
や
地
域
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア

ポ
ッ
ク
と
の
連
携
は
。

A　
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
防
犯
リ

ー
ダ
ー
の
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
、
８
地
区
で
12
団
体
が
設

立
さ
れ
て
い
る
ア
ポ
ッ
ク
と
今
ま
で
以
上
に
連
携
を
強
め
た

活
動
が
で
き
る
。

◆
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

Q　
平
成
22
年
4
月
か
ら
狭
山
台
小
学
校
が
統
合
に
よ
り
新

設
さ
れ
る
が
、
１
年
前
に
条
例
を
改
正
し
た
理
由
は
、
ま
た
、

統
合
に
向
け
て
の
準
備
は
。

A　
新
し
い
学
校
の
校
歌
、
校
章
の
制
定
が
大
き
な
一
つ
の

理
由
で
あ
る
。
現
在
の
２
校
で
、
統
合
準
備
委
員
会
を
作
り
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
調
整
、
事
前
交
流
、
備
品
の
搬
出
入
な
ど

の
準
備
を
教
育
委
員
会
も
交
え
て
進
め
て
い
く
。

◆
休
日
診
療
急
患
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

Q　
狭
山
市
の
夜
間
診
療
の
担
当
は
、
火
曜
、
水
曜
、
金
曜

と
な
る
が
、
市
民
へ
の
周
知
は
。

A　
市
民
に
十
分
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
事
業
な
の
で
、
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
乳
幼
児
情
報
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
も
チ
ラ
シ
を
配
布
し
お
知
ら
せ
す
る
。

◆
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算

Q　
住
宅
太
陽
光
発
電
の
設
置
補
助
は
、
上
限
が
５
万
円
と

い
う
こ
と
だ
が
、
国
や
県
の
補
助
も
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る

の
か
。

A　
標
準
的
な
設
置
費
用
は
、
３
・
５
ｋ
Ｗ
発
電
で
約
２
３

０
万
円
だ
が
、
国
、
県
の
補
助
を
合
わ
せ
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ

て
は
50
万
円
程
度
の
補
助
金
と
な
る
。

委
員
会
視
察

　

２
月
13
日
に
焼
却
灰
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
収
集
し
た
ご
み

を
焼
却
し
た
も
の
）
の
再
資
源
化
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
環
境

整
備
セ
ン
タ
ー
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
熊
谷
工
場
な
ど
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

閉
会
中
の
委
員
会
審
査

　

２
月
16
日
に
「
小
中
学
校
の
適
正
配
置
」
及
び
「
小
中
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
」
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
説
明
を

求
め
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Q　
狭
山
市
駅
西
口
周
辺
整
備
で
国
の
補
助
金
増
は
市
の
負

担
減
に
な
ら
な
い
の
か
。

A　
事
業
費
は
、
国
が
１
／
３
、
県･

市
が
１
／
３
、
残
り

を
施
行
者
が
負
担
す
る
こ
と
か
ら
、
国
の
負
担
増
は
、
施
行

者
の
負
担
減
に
な
る
が
、
全
体
の
中
で
歳
入
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
施
行
者
で
あ
る
都
市
再
生
機
構
と
市
の
負
担
が
減
る

方
向
で
調
整
し
た
い
。

　
◆
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算

Q　
現
在
の
経
済
状
況
か
ら
、
道
路
工
事
の
早
期
発
注
を
行

う
考
え
は
あ
る
か
。

A　
早
期
発
注
を
目
指
し
作
業
を
進
め
て
い
く
。

Q　
狭
山
市
駅
西
口
の
ま
ち
開
き
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
商
業
棟
の
入
居
状
況
は
。

A　
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
も
の
と
す
る
た
め
、
都
市

再
生
機
構
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
地
元
の
商
店
会
等
と
協

議
・
調
整
し
な
が
ら
、
夏
か
ら
秋
ま
で
に
概
要
を
決
め
た
い
。

ま
た
商
業
棟
は
約
７
割
が
内
定
、
３
階
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー

ル
、
２
階
以
下
に
つ
い
て
は
、
物
販
、
飲
食
店
が
主
に
な
る
。

Q　
狭
山
市
駅
周
辺
に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
予
定
は
な
い
の

か
。

A　
駅
周
辺
の
事
業
全
体
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
新
狭
山
駅
南
口
線
整
備
関

連
）

Q　
開
通
の
時
期
は
。

A　
工
業
団
地
日
高
線
と
の
交
差
点
部
分
の
整
備
完
了
に
合

わ
せ
、
６
月
か
ら
７
月
頃
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査

　

議
案
審
査
終
了
後

「
稲
荷
山
配
水
場
更
新

事
業
に
つ
い
て
」
所

管
事
務
調
査
を
行
い
、

担
当
課
か
ら
説
明
を

受
け
、
質
疑
等
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
調
査
に
先

立
っ
て
、
稲
荷
山
配

水
場
の
視
察
（
写
真
）

を
行
い
ま
し
た
。

建

設

委

員

会

文
教
厚
生
委
員
会

入
間
市
と
合
同
で
夜
間
・
休
日
の

診
療
体
制
が
完
備
！

新
狭
山
駅
南
口
線
が
７
月
頃
に
開
通

（ 17 ）


